






要約:学童期以降の障害児の医療需要を明らかにするために、大阪府内の肢体不自由養護

学校在籍児について、資料調査及びアンケート調査のための予備調査を行った。また、入

院した重度障害児の潜在的保健医療需要とその対応について、医師、看護婦、コメディカ

ル、教師、保健婦など多職種による共同検討を行った。経管栄養、吸引、吸入、導尿など

医療的ケアー(投薬を除く)を継続的に要する児は小学部から高等部に在籍する ll03 名の

うち 83 名(7.5%)であった。保護者、教師計 40名に行った予備アンケートでは痙攣、呼吸、

摂食に関する心配が多くそれらを整形外科医や校医より小児科医の主治医に相談する傾向

にあった。入院児の検討では医療機関、学校、地域保健機関の共同による継続的ケアーの

重要性が明らかとなった。今後、障害児の医療需要の調査とその対応について組織的調査

が必要と思われる。


